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令
和
４
年
度
普
通
会
計
決
算
は
、
健
全
化

判
断
比
率
の
４
つ
の
指
標
か
ら
見
て
も
概お

お
むね

健
全
な
財
政
状
況
で
あ
る
と
言
え
る
。
と
は

い
え
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率

は
３
年
連
続
で
23
区
平
均
を
大
幅
に
下
回
っ

て
お
り
、
経
常
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
問
わ
れ
か
ね
な
い
。

要
因
を
分
析
し
、
今
後
の
財
政
運
営
や
区
政

運
営
に
反
映
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
財
政
に

余
裕
が
あ
っ
て
も
職
員
体
制
に
余
裕
が
な
い

こ
と
は
新
た
な
施
策
を
打
ち
出
す
上
で
課
題

と
な
る
。
Ｄ
Ｘ
推
進
他
業
務
改
善
を
図
る
と

共
に
、
人
材
の
確
保
・
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

　
歳
入
で
は
、
特
別
区
民
税
徴
収
率
が
上
昇

し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
歳
出
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
や
物
価
高
騰
か
ら
区
民
を
守
る
た
め

　

予
算
は
中
野
区
の
最
上
位
計
画
で
あ
る

「
中
野
区
基
本
計
画
」
の
実
現
の
た
め
編
成

さ
れ
る
べ
き
で
す
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て

基
本
計
画
を
全
く
確
認
し
て
い
な
い
こ
と
が
、

決
算
審
議
の
中
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
に
策
定
さ
れ
た
中
野
区
基
本

計
画
で
掲
げ
た
３
８
７
事
業
中
３
８
４
事
業
、

約
99
％
が
問
題
な
く
事
業
進
捗
し
て
い
る
と

の
報
告
で
す
。
し
か
し
１
１
２
の
成
果
指
標

の
う
ち
40
、
全
体
の
36
％
の
指
標
が
低
下
、

つ
ま
り
中
野
区
政
が
一
部
後
退
し
ま
し
た
が
、

そ
の
理
由
を
区
は
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
ど
ん
な
に

事
業
の
改
善
を
し
よ
う
と
も
成
果
指
標
を
上

げ
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
施
策
が
多
く
散

見
さ
れ
、
基
本
計
画
の
策
定
が
非
常
に
ず
さ

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
は

歳
入
総
額
１
６
９
５
億
円
余
、
歳
出
総
額
１

６
２
３
億
円
余
で
前
年
度
比
ど
ち
ら
も
約
６

％
増
と
な
っ
た
。
実
質
収
支
額
は
前
年
度
比

55
・
８
％
の
増
加
で
単
年
度
収
支
は
23
億
円

余
と
な
っ
た
。
実
質
収
支
比
率
、
経
常
収
支

比
率
は
ど
ち
ら
も
特
別
区
平
均
を
下
回
り
財

政
指
標
か
ら
は
好
調
な
決
算
と
言
え
る
。

　
歳
出
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
や
物
価
高
騰
対
策

と
し
て
我
が
会
派
が
要
望
し
た
学
校
給
食
費

支
援
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
へ
の
支
援
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
、
帯
状
疱ほ

う
し
ん疹

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
実
施
な
ど
、
区
民
の
生
活

と
健
康
を
守
る
た
め
の
支
援
策
実
施
を
評
価

す
る
。
し
か
し
一
般
会
計
の
不
用
額
は
１
１

５
億
円
余
ま
で
膨
み
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
関

　
令
和
４
年
度
は
、
保
育
園
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
初
め
て
達
成
、
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
職
員
へ
の
宿
舎
借
り
上
げ
を
実
施
、

中
野
区
と
し
て
の
児
童
相
談
所
の
開
設
な
ど
、

子
育
て
、
介
護
系
を
中
心
に
、
東
京
都
と
も

連
携
し
つ
つ
、
成
果
を
挙
げ
た
年
で
あ
っ
た

と
評
価
し
ま
す
。
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
４
つ

の
指
標
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
ら
れ
た

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
い
ず

れ
も
健
全
性
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
一
般
会
計
の

歳
出
に
お
い
て
、
執
行
率
が
92
・
７
％
に
留

ま
り
、
１
１
５
億
円
が
不
用
額
と
し
て
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
つ
の
自
治
体
の
年

間
予
算
に
匹
敵
す
る
大
き
な
額
で
す
（
千
葉

に
、
臨
時
給
付
や
町
会
等
の
活
動
再
開
支
援

施
策
、
経
済
活
性
化
施
策
、
給
食
食
材
費
一

部
公
費
負
担
等
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
他
、

公
契
約
条
例
運
用
、
養
育
費
の
取
決
め
に
係

る
費
用
補
助
、
一
時
預
か
り
事
業
、
産
前
・

産
後
ケ
ア
の
充
実
、
若
者
支
援
事
業
、
ひ
き

こ
も
り
支
援
事
業
、
高
断
熱
窓
・
ド
ア
助
成

等
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る
。

　
４
月
に
は
念
願
の
児
童
相
談
所
が
開
設
さ

れ
た
が
、
初
年
度
経
費
は
約
15
億
円
に
も
上

っ
た
。
児
相
設
置
の
業
務
分
担
増
に
見
合
う
、

税
収
等
配
分
率
の
見
直
し
を
、
都
に
は
引
き

続
き
求
め
て
頂
き
た
い
。　
　
　
　
　

　
多
様
な
人
々
が
集
い
、
つ
な
が
り
、
個
々

の
能
力
を
発
揮
し
、
手
を
取
り
合
っ
て
共
に

生
き
る
中
野
と
な
る
区
政
運
営
を
願
う
。

ん
、
や
っ
つ
け
仕
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
新
た

に
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
改
善
が
認
め
ら
れ

な
い
令
和
４
年
度
の
予
算
執
行
も
到
底
許
容

で
き
ま
せ
ん
。

　
中
野
区
は
基
本
計
画
の
大
規
模
な
修
正
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
の
か
重
い
腰
を
上
げ
、

現
在
、
中
野
区
基
本
計
画
の
改
定
版
と
も
い

う
べ
き
「
中
野
区
実
施
計
画
」
の
策
定
中
で

す
。
す
な
わ
ち
中
野
区
は
令
和
４
年
度
ま
で

の
事
業
執
行
に
問
題
が
あ
っ
た
と
認
め
て
お

り
、
我
が
会
派
も
追
認
す
る
も
の
で
す
。

　
今
後
、
基
本
計
画
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、

区
が
抱
え
る
数
多
の
課
題
を
抽
出
・
整
理
し
、

感
覚
で
は
な
く
、
論
拠
を
以
て
課
題
解
決
に

向
け
た
実
現
可
能
な
事
業
・
目
標
を
立
て
、

推
進
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

連
事
業
で
は
区
独
自
の
支
援
策
の
全
額
未
執

行
な
ど
、
総
額
19
億
円
余
の
不
用
額
が
生
じ

た
。
緊
急
と
し
補
正
予
算
で
実
施
し
た
事
業

の
執
行
率
の
極
端
な
低
さ
は
、
事
業
の
必
要

性
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
多
額

の
不
用
額
か
ら
は
非
常
時
に
区
民
の
苦
し
み

を
補
う
余
力
が
ま
だ
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
経
常
経
費
充
当
一
般
財
源
が
不
用
額

と
共
に
過
去
最
大
と
な
っ
た
こ
と
は
、
今
後

の
財
政
運
営
へ
の
課
題
を
残
し
た
。
既
存
事

業
の
将
来
予
測
や
新
規
拡
充
事
業
の
計
画
段

階
で
の
検
討
が
不
十
分
と
の
疑
念
が
拭
え
ず
、

議
会
の
指
摘
を
踏
ま
え
決
算
結
果
を
十
分
に

分
析
し
次
年
度
の
予
算
編
成
へ
と
活
か
す
と

共
に
、
今
後
さ
ら
に
区
民
に
寄
り
添
う
事
業

執
行
に
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
を
望
む
。

　
財
政
指
標
は
、
区
財
政
が
極
め
て
健
全
な

状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
区
の

貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
は
３
４
８
億
円
、

他
の
特
定
目
的
基
金
と
あ
わ
せ
た
基
金
総
額

は
７
６
９
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
納
税
義
務

者
や
納
税
義
務
者
一
人
あ
た
り
の
総
所
得
金

額
が
増
加
し
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ
で
し
た
。

し
か
し
、
生
活
相
談
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
の
初
年
度
と
ほ
ぼ
同
数
で
、
実
質
賃
金
が

下
が
る
も
と
で
支
出
は
増
え
る
中
、
苦
境
に

立
た
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
低
所
得
者
向
け
給
付
金
の

対
象
世
帯
は
、
区
内
全
世
帯
の
約
３
割
を
占

め
て
お
り
、
格
差
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
区
政
、
「
公
」
の
役
割

を
発
揮
す
る
区
政
運
営
を
切
望
し
ま
す
。

県
勝
浦
市
の
一
般
会
計
年
間
予
算
額
１
０
２

億
円
）
。
よ
り
精
度
が
高
い
予
算
策
定
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
更
に
区
民
の
皆
さ
ま
に
寄

り
添
う
多
く
の
施
策
を
盛
り
込
む
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
中
野
区
は
百
年
に
一
度
の
再
開
発
の
時
期
。

チ
ル
ド
レ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
で
あ
る
子
育
て

先
進
区
の
更
な
る
前
進
、
ヘ
ル
ス
・
フ
ァ
ー

ス
ト
で
あ
る
福
祉
系
施
策
の
更
な
る
充
実
に

加
え
、
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
フ
ァ
ー
ス
ト
で
あ

る
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
産
業
振
興
に
も
し

っ
か
り
と
、
そ
し
て
多
彩
な
予
算
を
計
上
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
予
算
の
精
度
を
し
っ

か
り
と
上
げ
、
中
野
区
を
同
じ
額
の
予
算
で

も
更
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
区
と
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

立
憲
・
国
民
・
ネ
ッ
ト
・
無
所
属
議
員
団

自
由
民
主
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

日
本
共
産
党
議
員
団

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
中
野
区
議
団

財
政
に
余
力
の
あ
る
今
こ
そ
力
強
い
施
策
を

粗
雑
な
計
画
を
実
効
性
あ
る
も
の
に
改
め
よ

区
民
に
寄
り
添
う
真し

ん

し摯
な
事
業
執
行
を

「
公
」
の
役
割
を
発
揮
す
る
区
政
運
営
を

更
に
区
民
に
寄
り
添
っ
た
財
政
運
営
を

　
２
０
２
２
年
度
は
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍

に
加
え
、
急
激
な
物
価
高
騰
が
深
刻
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
中
、
住
民
の
く
ら
し

を
守
り
、
区
内
の
９
割
を
占
め
る
個
人
・
中

小
業
者
を
支
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
・
公

契
約
条
例
・
人
権
及
び
多
様
性
を
尊
重
す
る

ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
後
、
こ
れ
ら
を
ど
う

具
体
化
さ
せ
て
い
く
か
も
問
わ
れ
ま
し
た
。

　
保
育
園
待
機
児
ゼ
ロ
、
学
校
図
書
の
充
実
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
の
学
習
支
援
、

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
設
置
、
学
校
給
食
食

材
の
一
部
の
公
費
調
達
、
民
間
学
童
ク
ラ
ブ 

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど
へ
の
補
助
、
商

店
街
街
路
灯
等
の
電
気
料
金
助
成
基
準
の
見

直
し
等
を
実
施
し
た
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

・


